
概要
実施日 令和7年10月18日（土） 8：50～17：30
場所 西館12階講堂
目的 日常臨床で遭遇する予期せぬ容態悪化に対する能力を実践型教育によって習得する
使用機器 レールダルレサシアンシミュレーター、レサシアン、気道管理トレーナー他
講師 院内医師 7名 院外医師 6名
参加者 院内専攻医 4名 院内研修医 4名 院外研修医 1名

実習の様子

講義の様子

令和7年度
第11回 静岡病院JMECC（内科救急・ICLS講習会）報告

✽一時救命処置 ①感染防御と意識の確認 ②初期ABCD評価／心停止への対応

✽心停止への対応 ①スライドおよび映像を用いて二次ABCD評価／アルゴリズム解説を行う

✽気管挿管と除細動 ①二次ABCD評価

✽内科救急総論 映像およびスライドを用いて、救急患者の診察に必用な知識について理解する

✽評価と復習、筆記試験

内容

✽心停止への対応② 映像視聴と質疑応答を行い、その後患者シミュレータで実習を行う


